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機
関
誌
『
女
子
道
』
の
発
行
を
め
ぐ
っ
て
　
│
│
山
口
県
に
お
け
る
近
代
女
子
教
育
と
宗
教
│
│

を
修
む
る
の
結
果
は
、
婦
人
と
し
て
欠
点
多
き
者
を
出
す
に
到
る
の
で
あ
る
」

 

（『
女
子
道
』
第
五
十
一
号
、
明
治
四
十
四
年
）

33 
山
口
県
の
神
職
の
女
子
教
育
並
び
に
教
化
活
動
に
つ
い
て
は
、
宮
崎
宏
視
「
教
導
職
廃
止

以
後
の
教
化
活
動
―
山
口
県
に
お
け
る
神
道
教
化
の
流
れ
（
二
）」（
前
出
）、
宮
崎
宏
視
、

同
（
三
）『
山
口
県
神
道
史
研
究
』
六
（
山
口
県
神
道
史
研
究
会
、
一
九
九
四
）
を
参
照
。

34 

『
女
子
道
』
改
刊
百
三
十
号
（
通
巻
一
九
二
）
掲
載
の
御
籤
広
告
に
は
「
▲
神
道
宣
伝
の

絶
好
資
料
▼
道
に
忠
実
な
る
方
は
此
御
御
籤
紙
を
用
ゐ
て
深
刻
に
敬
神
志
想
を
宣
伝
せ
ら

れ
よ　

神
道
訓
話　

敬
神
標
語
入　

神
教
御
籤
」
と
あ
る
。

注 

史
料
の
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、
漢
字
を
通
行
の
も
の
に
改
め
、
読
み
仮
名
を
省
略
す
る
な

ど
表
記
の
一
部
を
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。

付
記
、
本
稿
執
筆
に
際
し
、
二
所
山
田
神
社　

前
宮
司
宮
本
公
胤
氏
、
周
南
市
美
術
博
物
館　

学
芸
課
長
森
重
祥
子
氏
に
ご
支
援
ご
教
示
賜
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

＊  

本
稿
は
、
日
本
思
想
史
学
会
〔
二
〇
一
三
年
度
大
会
パ
ネ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン 

「
思
想
史
と
し
て

の
お
み
く
じ
」
の
報
告
に
づ
く
も
の
で
あ
り
、
科
学
研
究
費
（
基
盤
研
究
Ｃ
）「
社
会
調
査
法

に
基
づ
く
寺
社
に
お
け
る
御
籤
・
神
籤
に
関
す
る
思
想
史
を
中
と
し
た
総
合
研
究
」（
研
究
代

表
：
大
野
出
）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

 

（
本
学
非
常
勤
講
師
）
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学
習
院
女
子
大
学 

紀
要
　
第
十
七
号

20 

女
子
文
芸
学
舎
に
つ
い
て
は
、
髙
山
秀
嗣
「
女
子
教
育
と
近
代
仏
教
教
団
―
女
子
文
芸
学

舎
を
中
心
に
し
て
―
」（『
武
蔵
野
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
二
四
、
二
〇
〇
八
）
等

参
照
。

21 

「
令
女
教
会
開
設
の
旨
趣
」（
二
葉
憲
香
・
福
嶋
寛
隆
編
『
島
地
黙
雷
全
集
』
第
五
巻
、
本

願
寺
出
版
教
会
、
一
九
七
八
）
に
は
、
教
会
発
会
の
主
旨
と
し
て
「
全
く
方
今
社
会
に
重

用
せ
ら
る
ゝ
文
明
の
根
本
を
養
成
せ
ん
と
欲
す
る
為
に
し
て
、
彼
の
外
貌
の
み
に
傾
き
た

る
粉
飾
塗
抹
の
文
明
に
非
ず
し
て
、
自
ら
其
意
を
浄
ふ
す
る
道
義
徳
行
の
本
体
を
養
ひ
、

内
外
表
裏
相
全
ふ
す
る
真
の
文
明
、
す
な
は
ち
人
の
本
分
を
完
ふ
せ
ん
こ
と
を
要
す
る
為

に
設
け
た
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。」
と
あ
る
。
こ
の
他
、
令
女
教
会
に
つ
い
て
は
、「
令
女

教
会
開
設
の
概
旨
」（『
千
代
田
学
園
の
歴
史
』
史
料
編
第
二
巻
、
一
九
九
五
）
を
参
照
。

22 

『
島
地
黙
雷
全
集
』
第
二
巻
。

23 

「
女
学
校
設
立
の
急
務
」（『
島
地
黙
雷
全
集
』
前
出
）
冒
頭
に
は
「
教
育
の
人
類
に
必
要

な
る
今
更
喋
々
を
要
せ
ず
。
殊
に
女
子
教
育
の
必
要
な
る
は
、
婦
人
は
必
ず
人
の
妻
室
と

な
り
、
母
堂
と
な
り
て
子
女
教
育
を
担
任
し
、
即
ち
小
児
慣
習
の
生
起
す
る
所
、
家
庭
言

動
の
由
来
す
る
所
、
す
べ
て
婦
人
の
懐
中
膝
下
よ
り
生
出
す
る
者
な
れ
ば
、
婦
人
教
育
の

有
無
は
世
間
風
俗
の
良
否
、
国
家
文
明
の
進
退
に
関
係
す
る
固
よ
り
尠
少
の
事
に
非
ず
。」

と
あ
る
。

24 

三
条
教
則
で
は
「
敬
神
愛
国
」「
天
理
人
道
」「
皇
上
奉
戴
・
朝
旨
遵
守
」
が
説
か
れ
る
。

25 

島
地
黙
雷
を
中
心
と
す
る
明
治
初
期
の
宗
教
行
政
に
つ
い
て
は
、
阪
本
是
丸
『
近
世
・
近

代
神
道
論
考
』（
弘
文
堂
、
二
〇
〇
七
）、
小
川
原
正
道
『
大
教
院
の
研
究
―
明
治
初
期
宗

教
行
政
の
展
開
と
挫
折
』（
慶
応
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
四
）
を
参
照
。

26 

「
三
条
教
則
批
判
建
白
書
」（
安
丸
良
夫
・
宮
地
正
人
校
注
『
宗
教
と
国
家
』（
日
本
近
代

思
想
大
系
五
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
八
）
所
収
）
に
は
、「
今
本
邦
ノ
神
ヲ
以
テ
説
ン
ト

ス
ル
ニ
、
昔
事
何
人
カ
之
ニ
労
事
シ
、
亦
何
人
カ
教
ヲ
立
ツ
ル
ヤ
。（
中
略
）
若
夫
レ
天

神
地
祇
、
水
火
草
木
、
所
謂
八
百
万
神
ヲ
敬
セ
シ
ム
ト
セ
バ
、
是
欧
州
児
童
モ
猶
賤
笑
ス

ル
所
ニ
シ
テ
、
草
荒
未
開
、
是
ヨ
リ
甚
シ
キ
者
ハ
ア
ラ
ズ
。」
と
あ
る
。

27 

「
三
条
教
則
批
判
建
白
書
」
に
は
「
政
教
ノ
異
ナ
ル
、
固
ヨ
リ
混
淆
ス
ベ
カ
ラ
ズ
。
政
ハ

人
事
也
、
形
ヲ
制
ス
ル
ノ
ミ
。
而
シ
テ
我
域
ヲ
局
レ
ル
也
。
教
ハ
神
為
ナ
リ
、
心
ヲ
制
ス
。

而
万
国
ニ
通
ズ
ル
也
。」
と
あ
る
。
黙
雷
の
い
う
政
教
分
離
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
に
、

山
口
輝
臣
『
島
地
黙
雷
―
「
政
教
分
離
」
を
も
た
ら
し
た
僧
侶
』（
山
川
出
版
社
、
二
〇

一
三
）
が
あ
る
。

28 

『
島
地
黙
雷
全
集
』
第
二
巻
。「
今
日
仏
者
ノ
急
務
ハ
普
通
教
育
ヲ
兼
任
ス
ル
ニ
在
テ
、
仮

令
一
寺
住
職
タ
ル
モ
日
中
定
時
ノ
課
業
ヲ
妨
ゲ
ザ
レ
バ
、
其
前
後
ニ
於
テ
葬
祭
ヲ
執
行
シ
、

門
徒
ヲ
教
導
ス
ル
ガ
如
キ
、
敢
テ
遮
セ
ザ
ル
所
ナ
ル
ベ
シ
。
況
ヤ
住
職
ニ
非
ル
無
職
ノ
僧

侶
ガ
之
ヲ
専
任
ス
ル
ガ
如
キ
、
最
モ
適
当
ノ
業
務
ト
謂
ベ
シ
。」
こ
の
他
、
普
通
教
育
に

関
す
る
黙
雷
の
主
張
に
、明
治
十
七
年
の「
学
務
ノ
急
要
ナ
ル
ヲ
論
ズ
」（『
島
地
黙
雷
全
集
』

第
二
巻
）
が
あ
る
。

29 

川
村
覚
昭
氏
は
島
地
黙
雷
の
公
教
育
論
の
展
開
は
「
護
法
教
育
論
」
の
内
容
を
形
成
し
て

い
る
と
指
摘
、「
神
道
を
非
宗
教
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
近
代
的
な
政
教
分
離
の
原
則
に

立
つ
も
の
」
と
し
「
文
部
省
管
轄
の
教
育
機
関
で
宗
教
的
祭
式
を
制
度
と
し
て
行
な
う
こ

と
は
全
面
的
に
否
定
」
す
る
も
の
の
、「
彼
の
教
育
論
の
中
で
は
逆
に
仏
僧
自
身
が
教
育

者
と
な
り
、
学
校
を
設
立
す
る
、
所
謂
私
立
学
校
構
想
が
立
て
ら
れ
る
」
と
説
く
。（『
島

地
黙
雷
の
教
育
思
想
研
究
』
前
出
）。

30 

島
地
黙
雷
は
、
山
口
県
の
仏
教
界
の
教
導
方
針
に
つ
い
て
も
大
き
な
影
響
力
を
も
っ
て
い

た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
宮
崎
宏
視
「
教
導
職
廃
止
以
後
の
教
化
活
動
―
山
口
県

に
お
け
る
神
道
教
化
の
流
れ
（
二
）」『
山
口
県
神
道
史
研
究
』
五
、山
口
県
神
道
史
研
究
会
、

一
九
九
三
。

31 

「
○  

本
会
は
漸
次
隆
盛
の
域
に
進
み
門
司
市
在
賛
助
員
大
神
貴
文
君
及
高
津
（
マ
マ
）信
臣
君
の
両

氏
は
本
会
拡
張
に
就
て
非
常
の
熟
誠
を
以
て
せ
ら
れ
、
予
定
の
会
員
を
募
集
し
た
る

上
は
同
市
に
支
部
を
設
立
し
続
て
九
州
本
部
を
設
け
事
業
と
し
て
女
学
校
を
建
設
せ

ん
と
尽
力
中
な
り
其
れ
に
つ
き
幹
事
長
宮
本
重
胤
氏
も
同
市
に
出
張
し
た
り

 

○  

拡
張
委
員
渡
辺
武
清
氏
本
会
々
員
西
島
千
種
氏
も
長
門
に
於
て
盛
に
会
員
を
募
集
せ

ら
る
ヽ
と
同
時
に
前
項
女
学
校
設
立
に
関
し
間
接
尽
力
中
な
り
」（『
女
子
道
』第
四
号
、

明
治
四
十
年
）

32 

「
婦
人
に
高
等
の
教
育
を
施
す
の
可
否
は
、
前
世
紀
に
於
て
確
定
せ
る
の
議
論
で
、
今
は

す
で
に
其
れ
が
実
行
の
期
に
入
れ
る
時
代
で
あ
る
、
然
る
に
近
頃
に
及
ん
で
再
び
こ
れ
が

是
非
を
論
ぜ
ん
と
す
る
者
が
あ
る
頗
る
以
て
妙
で
あ
る
、
こ
れ
は
現
時
の
高
等
教
育
を
受

け
た
る
者
に
つ
い
て
其
欠
点
多
き
に
驚
い
た
が
為
め
に
説
を
な
す
の
で
あ
ろ
う
が
、
其
れ

は
す
で
に
根
本
を
誤
つ
て
い
る
、
由
来
一
般
婦
人
の
天
職
は
、
家
庭
を
斎
へ
子
女
を
教
養

す
る
の
に
あ
る
の
で
、
こ
れ
が
天
職
を
全
ふ
せ
し
む
る
為
め
に
は
高
等
の
教
育
を
施
す
と

云
ふ
事
は
頗
る
必
要
な
事
な
の
で
あ
る
、
所
で
現
今
の
教
育
者
、
被
教
育
者
其
教
育
の
根

本
の
主
旨
を
誤
り
、
其
精
神
の
修
養
を
な
す
べ
き
事
を
忘
れ
、
徒
に
其
末
に
走
り
て
其
学



─ 31 ─

機
関
誌
『
女
子
道
』
の
発
行
を
め
ぐ
っ
て
　
│
│
山
口
県
に
お
け
る
近
代
女
子
教
育
と
宗
教
│
│

ア
が
、
そ
の
学
園
文
化
の
イ
メ
ー
ジ
醸
成
に
果
た
し
た
役
割
は
大
き
か
っ
た
。」
と
指
摘

し
て
い
る
。

5 
婦
人
参
政
権
に
対
す
る
主
張
も
、次
に
あ
げ
る
よ
う
に「
天
鈿
女
命
」を
模
範
と
す
る
な
ど
、

敬
神
主
義
に
よ
る
独
特
の
解
釈
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

 

「
現
代
に
於
て
は
婦
人
の
法
律
的
地
位
、
社
会
的
地
位
あ
ら
ゆ
る
方
面
で
社
会
的
欠
陥
が

あ
り
ま
す
、
こ
れ
を
理
想
の
地
位
に
お
こ
う
と
す
る
に
は
、
ど
う
し
て
も
婦
人
自
か
ら
が

立
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ぬ
。
ひ
そ
か
に
木
蔭
に
た
ゝ
ず
ん
で
泣
い
て
ば
か
り
居
て
も
決

し
て
現
代
社
会
の
欠
陥
を
補
ひ
得
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ぬ
。
婦
人
自
か
ら
オ
モ
カ
ツ
神

と
な
つ
て
婦
人
参
政
権
運
動
も
起
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ぬ
法
律
改
正
の
運
動
を
も
な
さ
ね
ば

な
り
ま
せ
ぬ
。
私
は
特
に
こ
の
「
ウ
ヅ
メ
ノ
ミ
コ
ト
」
を
推
し
て
現
代
日
本
婦
人
の
模
範

人
物
た
ら
し
め
た
い
と
切
に
望
ん
で
ゐ
ま
す
婦
人
が
政
治
宗
教
経
済
あ
ら
ゆ
る
方
面
に

「
オ
モ
カ
ツ
神
」
と
な
つ
て
真
の
活
動
を
開
始
す
る
日
が
来
て
初
め
て
行
き
つ
ま
つ
た
現

代
に
光
明
の
輝
き
を
生
す
る
を
信
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。」（『
女
子
道
』
改
刊
一
三
五

号
（
通
巻
一
九
七
）、
大
正
十
二
年
）

6 

宮
本
重
胤
の
婦
人
神
職
任
用
論
に
つ
い
て
は
拙
著
『
女
性
神
職
の
近
代
―
神
祇
儀
礼
・
行

政
に
お
け
る
祭
祀
者
の
研
究
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
九
）
で
取
り
上
げ
た
。

7 

御
籤
に
つ
い
て
は
、
大
野
出
『
元
三
大
師
御
籤
本
の
研
究
―
お
み
く
じ
を
読
み
解
く
』（
思

文
閣
出
版
、
二
〇
〇
九
）、
宮
本
重
胤
考
案
の
み
く
じ
を
は
じ
め
、
神
社
御
籤
に
つ
い
て
は
、

平
野
多
恵
「<

予
言
文
学>

と
し
て
の
お
み
く
じ
」（
小
峯
和
明
編
『<
予
言
文
学>

の
世
界

―
過
去
と
未
来
を
繋
ぐ
言
説
』、
勉
誠
出
版
、
ア
ジ
ア
遊
学
一
五
九
、
二
〇
一
二
）、
平
野

多
恵
「
明
治
時
代
の
お
み
く
じ
に
お
け
る
和
歌
表
現
」（
十
文
字
学
園
女
子
大
学
短
期
大

学
部
研
究
紀
要
四
三
、
二
〇
一
二
）
を
参
照
。

8 

二
所
大
明
神
と
山
田
権
前
社
が
明
治
四
十
年
合
祀
さ
れ
、「
二
所
山
田
神
社
」
と
改
称
さ

れ
て
い
る
。

9 

「
神
様
は
…
私
に
「
神
様
の
御
道
を
説
い
て
婦
人
を
導
い
て
や
れ
、
助
け
て
や
れ
、
救
つ

て
や
れ
！
」
と
、
こ
う
尊
と
い
、
重
い
使
命
を
御
授
け
下
さ
つ
て
、
婦を
ん
な
の
み
ち

人
道
徳
の
紊
乱
其

極
に
達
し
た
時
を
選
ん
で
、
此
豊
葦
原
の
中
津
国
に
生
れ
し
め
ら
れ
た
も
の
だ
と
、
確か
た

く

確
〳
〵
信
じ
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
、
私
は
神
様
に
御
仕
へ
申
し
て
、
神
様
の
尊
と
い
御

教
を
宣
伝
す
べ
き
神
職
、
其
神
職
の
家
に
産
れ
、
神
職
と
し
て
働
く
べ
く
不
足
乍
ら
も
其

教
育
を
施
こ
さ
れ
、
そ
し
て
一
面
で
は
又
婦
人
其
者
を
知
る
べ
き
多
く
の
機
会
に
接
し
、

婦
人
社
会
の
た
め
に
其
力
を
致
さ
ゞ
る
可
か
ら
ざ
る
の
境
遇
に
立
つ
た
、
私
は
此
重
い
神

様
の
使
命
あ
る
事
を
自
覚
し
た
時
…
指
か
ゝ
な
ふ
れ
ば
十
年
の
前
、
満
天
晴
朗
拭
ふ
が
如

き
秋
の
朝
…
直
ち
に
門
の
小
川
に
禊
し
て
、産
土
神
社
の
広
前
に
ぬ
か
づ
き
、堅
く
、堅
く
、

契
い
奉
つ
た
。」 （「
私
は
斯
様
信
じ
ま
す
」（『
女
子
道
』
第
三
十
七
号
、
明
治
四
十
二
年
））

10 

大
正
五
年
の
『
女
子
道
』
改
刊
第
六
十
四
号
（
通
巻
一
二
六
号
）
の
新
年
号
に
は
、
東
京

本
部
、
布
哇
本
部
、
米
国
本
部
、
山
形
本
部
、
佐
賀
本
部
の
他
、
約
二
十
支
部
の
名
が
み

ら
れ
る
。

11 

『
女
子
道
』
改
刊
第
五
号
（
通
巻
六
十
七
、
明
治
四
十
五
年
）、「
大
日
本
敬
神
婦
人
会
会

員
募
集
」
記
事
に
よ
る
。

12 

徳
山
時
代
の
寛
に
つ
い
て
は
、
逸
見
久
美
『
新
版
評
伝
与
謝
野
寛
明
子　

明
治
編
』（
八

木
書
店
、
二
〇
〇
七
）
参
照
。

13 

平
野
多
恵
「<

予
言
文
学>

と
し
て
の
お
み
く
じ
」（
前
出
）。
平
野
多
恵
「
明
治
時
代
の

お
み
く
じ
に
お
け
る
和
歌
表
現
」（
前
出
）。

14 

『
女
子
道
』
改
刊
第
三
十
八
号
（
通
巻
一
〇
〇
）
に
は
、「
本
誌
発
行
資
金
と
し
て
御
寄
贈

御
厚
志
奉
謝
上
候
」
と
し
て
謝
告
欄
に
「
一
金
壱
円　

赤
松
照
幢
氏
」
と
あ
る
。
こ
の
他
、

大
正
二
年
の
大
日
本
敬
神
婦
人
会
創
立
記
念
事
業
『
防
長
婦
女
銘
鑑
』
出
版
に
あ
た
っ
て
、

そ
の
賛
成
者
と
し
て
「
徳
山
女
学
校
長　

赤
松
照
幢
氏
」
の
記
載
（『
女
子
道
』
改
刊
第

二
十
二
号
（
通
巻
八
四
）
が
あ
り
、
照
幢
と
重
胤
と
の
つ
な
が
り
が
確
認
で
き
る
。

15 

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
竹
園
山
徳
応
寺
『
寺
史
』
徳
応
寺
、
一
九
九
二
。

16 

『
女
学
雑
誌
』
に
お
け
る
「
女
学
」
に
つ
い
て
は
、拙
著
『
昭
憲
皇
太
后
か
ら
た
ど
る
近
代
』

（
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
一
四
）、
拙
稿
「
昭
憲
皇
太
后
と
「
女
学
」
を
め
ぐ
る
明
治
の
女
性

た
ち
―
『
女
学
雑
誌
』
を
中
心
に
」（『
明
治
聖
徳
記
念
学
会
紀
要
』
復
刊
第
五
十
一
号
、

二
〇
一
四
）
で
と
り
あ
げ
た
。

17 

赤
松
連
城
は
金
沢
に
生
ま
れ
、
藩
校
明
倫
館
に
学
び
富
山
の
願
称
寺
で
得
度
、
十
六
歳
の

時
咸
宜
園
で
広
瀬
青
邨
に
儒
学
を
学
ん
だ
。
二
十
三
歳
の
時
、
徳
応
寺
に
養
子
と
し
て
入

寺
す
る
。（
徳
応
寺
『
寺
史
』
前
出
）。

18 
川
村
覚
昭
『
島
地
黙
雷
の
教
育
思
想
研
究
―
明
治
維
新
と
異
文
化
理
解
―
』
法
蔵
館
、
二

〇
〇
四
。

19 

川
村
覚
昭
『
島
地
黙
雷
の
教
育
思
想
研
究
』（
前
出
）。
川
村
氏
は
、
島
地
黙
雷
と
、
木
戸

と
は
同
郷
の
故
に
旧
知
の
間
柄
で
、
そ
の
こ
と
が
同
行
の
内
約
を
可
能
に
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。『
航
西
日
策
』
に
よ
る
と
黙
雷
ら
は
、
イ
ギ
リ
ス
で
木
戸

と
再
会
し
て
い
る
と
い
う
。
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よ
う
に
な
る
。

こ
う
し
た
彼
の
宗
教
観
か
ら
考
え
る
な
ら
ば
、重
胤
に
と
っ
て
の
御
籤
発
行
を
、

単
に
『
女
子
道
』
の
発
行
や
活
動
資
金
源
と
し
て
の
み
捉
え
る
こ
と
は
妥
当
と
は

思
わ
れ
な
い
。
大
正
時
代
に
な
る
と
、
誌
面
に
は
重
胤
の
考
案
し
た
神
道
訓
話
の

付
さ
れ
た
「
御
籤
」
と
「
自
動
御
籤
箱
」
の
広
告
（
図
3
）
が
掲
載
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
。
重
胤
に
と
っ
て
の
「
御
籤
」
と
は
、「
占
い
」
や
「
儀
礼
」
と
い
う
よ

り
も
、「
神
教
御
籤
」
と
い
う
そ
の
名
付
け
の
通
り
、「
教
え
」
を
伝
達
す
る
手
段

で
あ
り
、
神
道
を
宣
伝
す
る
「
絶
好
資
料
」34
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
重
胤
に
と
っ

て
の
機
関
誌
『
女
子
道
』
と
「
御
籤
」
は
、
神
道
を
全
国
に
布
教
す
る
同
質
の
メ

デ
ィ
ア
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

重
胤
の
女
子
教
育
を
は
じ
め
と
す
る
女
性
啓
発
活
動
の
背
景
に
は
、
仏
教
界
に

お
け
る
女
性
へ
の
啓
蒙
活
動
、
と
り
わ
け
同
郡
に
お
け
る
先
行
す
る
真
宗
寺
院
の

住
職
赤
松
照
幢
と
そ
の
妻
赤
松
安
子
に
よ
る
近
代
女
子
教
育
の
模
範
が
あ
っ
た
。

さ
ら
に
近
代
の
宗
教
行
政
に
大
き
く
関
与
し
た
長
州
出
身
の
真
宗
僧
侶
、
島
地
黙

雷
の
存
在
も
大
き
く
関
係
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
重
胤
の
活
動

は
、
仏
教
界
へ
の
対
抗
心
に
基
づ
い
た
山
口
県
神
職
た
ち
の
活
発
な
教
化
活
動
と

い
う
土
壌
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
宮
本
重
胤
の
活
動
は
、
同
郷
の
黙
雷

ら
に
よ
っ
て
提
言
さ
れ
た
「
神
道
非
宗
教
論
」
に
対
す
る
宗
教
者
と
し
て
の
挑
戦

と
も
い
え
よ
う
。

注1 

「
女
学
」
と
い
う
言
葉
の
意
味
に
つ
い
て
、巌
本
善
治
は
社
説
「
女
学
の
解
」
の
な
か
で
「
そ

の
意
義
を
最い

と
簡
短
に
述
ぶ
れ
ば
、
女
学
は
、
則
ち
、「
婦
女
子
に
関
す
る
一
科
の
学
問
」

と
云
へ
る
と
也
。
之
を
言
ひ
換
ゆ
れ
ば
、
其
の
心
身
に
付
い
て
、
其
過
去
に
付
て
、
其
将

来
に
付
て
、其
の
権
利
、地
位
に
付
て
、及
び
其
の
現
今
に
必
要
す
る
雑
多
の
事
物
に
付
て
、

凡
そ
女
性
に
関
係
す
る
凡
百
の
道
理
を
研
窮
す
る
所
の
学
問
な
り
。」（『
女
学
雑
誌
』
第

一
一
一
号
、
明
治
二
十
一
年
）
と
述
べ
、
単
に
女
子
の
学
問
（
教
育
）
を
指
す
言
葉
で
は

な
く
、
女
性
に
関
す
る
一
つ
の
学
問
で
あ
る
と
定
義
し
て
い
る
。『
女
学
雑
誌
』
に
お
け

る
「
女
学
」
思
想
に
つ
い
て
論
じ
た
研
究
に
、
井
上
輝
子
「「
女
学
」
思
想
の
形
成
と
転

回
―
女
学
雑
誌
社
の
思
想
史
的
研
究
」（『
東
京
大
学
新
聞
研
究
所
紀
要
』一
七
、一
九
六
八
）

が
あ
る
。

2 

『
複
製
版　

女
学
雑
誌
』
臨
川
書
店
、
一
九
六
六
年
。〔
以
下
同
〕

3 

宮
本
重
胤
の
こ
う
し
た
活
動
を
取
り
上
げ
た
研
究
に
、
棚
橋
久
美
子
「
明
治
期
神
職
の
女

性
啓
発
活
動
―
山
口
県
宮
本
重
胤
の
場
合
―
」
相
良
英
輔
先
生
退
職
記
念
論
集
刊
行
会
編

『
た
た
ら
製
鉄
・
石
見
銀
山
と
地
域
社
会
―
近
世
近
代
の
中
国
地
方
』（
清
文
堂
、二
〇
〇
七
）

が
あ
る
。 

4 
岡
田
章
子
氏
は
『『
女
学
雑
誌
』
と
欧
化
―
キ
リ
ス
ト
教
知
識
人
と
女
学
生
の
メ
デ
ィ
ア

空
間
』（
森
話
社
、
二
〇
一
三
）
で
、
キ
リ
ス
ト
教
女
子
教
育
と
メ
デ
ィ
ア
の
相
関
関
係

に
つ
い
て
「
日
本
の
婦
人
雑
誌
の
定
着
に
は
キ
リ
ス
ト
教
女
子
教
育
と
の
結
び
つ
き
が
不

可
欠
で
あ
っ
た
し
、
ま
た
、
種
々
の
キ
リ
ス
ト
教
学
校
に
お
い
て
も
雑
誌
と
い
う
メ
デ
ィ

図3．『女子道』御籤広告（大正14年）
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機
関
誌
『
女
子
道
』
の
発
行
を
め
ぐ
っ
て
　
│
│
山
口
県
に
お
け
る
近
代
女
子
教
育
と
宗
教
│
│

の
愚
を
笑
は
ざ
る
も
の
あ
ら
ん
や
○
さ
れ
ど
盲
目
千
人
＝
一
犬
虚
を
吠
え

て
万
犬
こ
れ
に
従
ふ
今
や
天
下
の
大
勢
は
殆
ん
ど
動
か
す
べ
か
ら
ざ
る
も

の
あ
り
、
こ
れ
に
従
ふ
の
神
官
神
職
徒
に
俸
給
の
奴
と
な
り
て
国
民
と
交

渉
な
く
外
形
の
美
を
の
み
衒
ひ
て
高
く
自
ら
居
る
、
為
め
に
形
式
の
そ
れ

は
備
は
り
た
り
と
雖
も
国
民
の
信
仰
は
日
に
益
〳
〵
薄
く
唯
一
片
の
儀
式

的
堂
宇
と
な
り
果
て
ん
と
す
豈
悲
む
べ
き
事
な
ら
ず
と
せ
ん
や
」

 

（『
女
子
道
』
改
刊
第
六
号
（
通
巻
六
十
八
号
）、
明
治
四
十
五
年
）

神
社
が
宗
教
的
な
側
面
を
無
く
す
こ
と
で
、
重
胤
は
人
々
の
信
仰
が
薄
く
な
る

こ
と
へ
の
危
機
感
を
抱
い
て
い
た
こ
と
が
こ
う
し
た
記
事
に
み
て
と
れ
よ
う
。
明

治
初
期
に
島
地
黙
雷
ら
が
提
唱
し
た
「
神
道
非
宗
教
論
」
は
、
神
社
に
お
け
る
宗

教
活
動
を
抑
制
す
る
こ
と
に
繋
が
っ
て
お
り
、こ
れ
に
対
す
る
重
胤
の
危
機
感
は
、

次
第
に
「
宗
教
と
し
て
の
神
道
」
の
模
索
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
。
大
正
時
代
に

な
る
と
、
重
胤
は
敬
神
婦
人
会
の
姉
妹
組
織
と
し
て
、
新
に
天
御
中
主
神
を
中
心

と
し
た
「
天
祖
教
」
を
設
立
す
る
こ
と
を
提
唱
し
て
い
る
。

「
○
天
祖
教
と
婦
人
教
師
（
中
略
）

　

  

此
度
私
共
同
人
相
謀
り
霊
光
先
生
の
訓
戒
三
条
を
教
憲
と
し
て
、
天
祖
教

を
設
立
し
敬
神
婦
人
会
の
姉
妹
団
と
な
り
相
提
携
し
て
広
く
純
神
道
普
及

に
尽
力
致
度
着
々
其
歩
を
進
め
居
候
、
然
る
所
現
時
神
社
と
宗
教
と
は
法

律
上
区
分
あ
り
、
従
て
神
職
は
教
派
的
神
道
に
関
係
為
し
難
き
事
情
有
之

候
、
然
れ
共
神
社
に
対
す
る
国
民
思
想
よ
り
信
仰
の
分
子
を
除
か
ば
、
唯

形
式
的
礼
拝
と
相
成
頗
る
神
社
の
将
来
憂
慮
に
耐
え
ず
候
、
私
共
は
神
職

夫
人
諸
姉
が
本
教
の
師
と
な
り
、
神
職
は
倫
理
的
に
、
夫
人
は
宗
教
的
に
、

表
裏
応
呼
し
て
神
社
崇
敬
観
念
扶
植
に
尽
力
な
さ
る
ゝ
様
本
教
の
教
師
た

ら
れ
ん
事
を
望
み
候
、
又
婦
人
と
神
道
教
師
と
は
歴
史
上
深
き
関
係
あ
り

婦
人
会
員
諸
姉
中
の
人
も
亦
来
つ
て
姉
妹
団
た
る
天
祖
教
の
為
め
に
御
尽

力
あ
ら
ん
事
を
切
に
御
願
申
候
」

 

（『
女
子
道
』
改
刊
第
六
十
一
号
（
通
巻
百
二
十
三
号
）、
大
正
五
年
）

明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
の
神
官
教
導
職
廃
止
後
、
宗
教
活
動
か
ら
切
り
離

さ
れ
て
い
た
神
社
神
職
に
対
し
、
重
胤
は
こ
の
よ
う
に
神
職
界
の
女
性
た
ち
が
宗

教
的
に
尽
力
す
べ
き
と
主
張
す
る
。

そ
の
活
動
に
あ
た
っ
て
は
訓
戒
三
条
あ
る
い
は
大
道
三
要
旨
と
し
て
「
お
き
よ

め
」「
お
や
く
め
」「
お
す
が
り
」
の
三
項
を
掲
げ
て
お
り
、
こ
う
し
た
方
法
は
、

ま
さ
に
「
教
導
職
」
に
よ
っ
て
国
民
教
化
運
動
を
展
開
す
る
際
に
掲
げ
ら
れ
て
い

た
「
三
条
教
則
」
を
彷
彿
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
重
胤
の
宗
教
と
し
て
の
「
教
え
」

の
重
視
、
す
な
わ
ち
布
教
へ
の
志
向
が
こ
こ
に
窺
わ
れ
よ
う
。

六
、『
女
子
道
』
出
版
と
「
御
籤
」
発
行
の
背
景

宮
本
重
胤
は
宗
教
と
切
り
離
さ
れ
た
神
社
に
お
い
て
僧
侶
や
牧
師
の
妻
の
例
を

あ
げ
つ
つ
、「
神
職
夫
人
が
宗
教
的
」
に
敬
神
主
義
の
鼓
吹
に
力
を
尽
く
す
べ
き

で
あ
る
と
説
く
。
こ
の
よ
う
に
重
胤
の
主
張
は
、
一
貫
し
て
女
性
の
啓
蒙
を
掲
げ

つ
つ
、
随
所
に
他
宗
教
、
と
り
わ
け
仏
教
界
へ
の
意
識
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
の
で

あ
る
。

信
仰
を
第
一
と
考
え
て
い
た
宮
本
重
胤
は
、
神
職
は
教
え
を
宣
伝
す
る
立
場
に

あ
る
と
考
え
て
お
り
（
注
9
参
照
）、「
神
道
非
宗
教
論
」
に
起
因
す
る
危
機
感
は
、

彼
の
活
動
の
源
泉
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
重
胤
の
思
想
は
、
大
正
、
昭
和
と
時

代
が
く
だ
る
に
つ
れ
て
宗
教
的
な
色
彩
が
濃
く
な
り
、霊
へ
の
志
向
が
強
く
な
る
。

大
正
時
代
の
「
天
祖
教
」
に
続
き
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
に
は
「
霊
光
教
世
界

神
化
団
」
を
設
立
、『
女
子
道
』
の
姉
妹
誌
と
し
て
『
霊
魂
研
究
』
を
発
行
す
る
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こ
の
よ
う
に
明
治
四
十
年
代
に
山
口
県
神
職
会
主
催
で
開
催
さ
れ
た
神
職
講
習

会
は
、
神
職
と
小
学
校
教
員
の
養
成
に
も
対
応
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
明
治
三
十

五
年
（
一
九
〇
二
）
に
は
神
職
試
験
の
受
験
資
格
が
二
十
歳
以
上
の
男
子
と
限
定

さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
男
女
を
問
わ
ず
こ
の
講
習
会
へ
の
入
会
を
認
め

て
い
た
こ
と
は
、
県
内
神
職
た
ち
の
女
子
教
育
に
対
す
る
意
識
の
表
れ
と
も
い
え

る
だ
ろ
う
。

五
、
宮
本
重
胤
の
活
動
の
展
開
と
宗
教
意
識

重
胤
が
一
貫
し
て
主
張
す
る
「
婦
人
神
職
任
用
論
」
は
、『
女
子
道
』
に
み
ら

れ
る
論
説
の
う
ち
、
女
性
の
啓
発
に
関
わ
る
問
題
と
、
神
職
に
関
す
る
時
事
問
題

と
い
う
二
つ
の
彼
の
問
題
意
識
が
ク
ロ
ス
す
る
延
長
線
上
に
あ
る
。
次
に
挙
げ
る

よ
う
に
寺
の
住
職
を
つ
と
め
る
「
尼
僧
」
と
の
比
較
か
ら
「
女
性
神
職
任
用
論
」

が
述
べ
ら
れ
る
記
事
も
み
ら
れ
、
重
胤
の
仏
教
に
対
す
る
意
識
が
窺
わ
れ
る
。

「  

日
本
の
尼
、
一
寺
の
住
職
を
し
て
居
る
尼
さ
ん
の
数
が
九
百
六
十
弐
名

で
、
曹
洞
宗
の
弐
百
六
十
一
、
浄
土
宗
の
三
百
五
十
八
、
臨
済
の
百
六
十

六
、
真
言
の
廿
四
、
外
四
宗
合
し
て
三
十
六
、
そ
れ
に
つ
け
て
も
婦
人
神

職
任
用
論
が
主
張
し
た
い
。」　

 

（『
女
子
道
』
改
刊
第
三
十
九
号
（
通
巻
一
〇
一
号
）、
大
正
四
年
）

一
方
、
神
職
の
妻
に
対
す
る
提
言
の
記
事
に
も
そ
の
意
識
が
み
ら
れ
る
。

「
○
神
職
の
妻
（
中
略
）

　

  

神
職
の
妻
が
、
敬
神
主
義
の
鼓
吹
に
力
を
致
す
と
い
ふ
事
は
其
夫
に
対
す

る
義
務
か
ら
云
つ
て
も
然
る
可
き
事
で
又
こ
れ
を
鼓
吹
す
る
に
他
に
求
む

可
か
ら
ざ
る
適
当
な
位
置
に
有
る
の
で
あ
る
○
然
る
に
ひ
る
が
へ
つ
て
神

職
夫
人
の
現
状
を
視
る
に
真
に
云
ふ
に
忍
び
ざ
る
も
の
が
あ
る
余
は
茲
に

其
多
く
を
記
す
勇
気
が
な
い
○
神
職
夫
人
諸
姉
目
を
開
い
て
僧
侶
や
牧
師

の
妻
の
な
す
所
を
見
ら
れ
よ
、
諸
姉
は
彼
れ
等
に
対
し
て
は
づ
る
と
こ
ろ

は
あ
ら
ざ
る
か
（
未
完
）」　

 

（『
女
子
道
』
第
十
四
号
、
明
治
四
十
年
）

重
胤
は
こ
の
よ
う
に
僧
侶
や
牧
師
の
妻
と
比
較
し
つ
つ
、
神
職
の
妻
が
「
敬
神

主
義
」
を
鼓
吹
す
べ
き
立
場
に
あ
る
と
主
張
す
る
。
実
際
、
重
胤
の
活
動
に
お
い

て
も
妻
宮
本
藤
子
の
果
た
す
役
割
は
大
き
か
っ
た
。
藤
子
は
大
日
本
敬
神
婦
人
会

で
は
「
幹
事
」
と
し
て
、
実
際
に
講
話
な
ど
を
担
当
し
て
お
り
、『
女
子
道
』
の

発
行
兼
編
輯
者
で
も
あ
っ
た
。ま
さ
に
こ
の
記
事
の
主
張
に
み
ら
れ
る
よ
う
に「
神

職
の
妻
」
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

重
胤
が
常
に
仏
教
へ
の
意
識
を
も
ち
つ
つ
、
こ
の
よ
う
に
敬
神
主
義
の
鼓
吹
を

神
職
の
妻
に
提
言
す
る
背
景
に
は
、
当
時
神
社
あ
る
い
は
神
道
が
お
か
れ
て
い
た

宗
教
的
事
情
が
あ
っ
た
。「
神
社
と
宗
教
」と
題
さ
れ
た
次
の
よ
う
な
論
説
が
あ
る
。

「  

○
神
社
が
宗
教
な
る
も
宗
教
な
ら
ざ
る
も
敢
て
吾
人
は
争
ふ
の
要
な
し
政

府
は
今
や
一
般
宗
教
と
区
別
し
て
、
神
社
局
を
特
設
し
神
官
神
職
を
官
吏

と
し
て
直
接
こ
れ
が
任
免
を
な
す
、
こ
れ
日
本
独
特
の
国
風
に
し
て
、
太

古
以
来
の
国
法
な
り
、
敢
て
宗
教
非
宗
教
を
云
ふ
の
要
あ
ら
ん
や
○
然
る

を
一
部
の
痴
者
あ
り
、
宗
教
の
名
を
冠
せ
ら
る
ゝ
を
嫌
ひ
自
ら
「
神
社
本

来
の
性
質
」
な
る
定
規
を
作
つ
て
こ
れ
を
律
し
宗
教
に
類
似
す
る
凡
て
の

儀
式
、
精
神
を
滅
却
し
銅
像
的
紀
念
殿
堂
た
ら
し
め
ん
と
す
る
の
徒
輩
あ

り
、
例
へ
ば
そ
れ
鯨
の
魚
に
伍
せ
ら
る
ゝ
を
憂
ひ
て
其
鰭
を
切
り
尾
を
断

ち
て
以
て
自
ら
誇
る
と
一
般
其
特
質
を
除
い
て
生
命
を
奪
ふ
も
の
誰
か
其
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機
関
誌
『
女
子
道
』
の
発
行
を
め
ぐ
っ
て
　
│
│
山
口
県
に
お
け
る
近
代
女
子
教
育
と
宗
教
│
│

校
設
立
の
記
事
は
こ
の
後
『
女
子
道
』
で
は
み
ら
れ
な
く
な
る
も
の
の
、
記
事
の

中
に
は
、
女
性
の
高
等
教
育
論
32
を
は
じ
め
、
重
胤
が
近
隣
の
女
学
校
を
め
ぐ
っ

て
評
論
す
る
「
女
学
校
め
ぐ
り
」
の
連
載
が
あ
る
ほ
か
、
女
性
に
向
け
た
技
芸
講

習
会
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、『
女
子
道
』
の
記
事
か
ら
重
胤
の
女
子
教
育
を
め
ぐ

る
活
動
が
窺
わ
れ
る
。

そ
の
一
方
で
、
女
学
校
の
教
育
が
実
践
と
か
け
離
れ
て
い
る
こ
と
を
批
判
し
て

お
り
、
重
胤
が
志
向
す
る
女
子
教
育
は
、
当
初
の
よ
う
な
学
校
教
育
か
ら
、
次
第

に
女
性
一
般
に
か
か
わ
る
社
会
問
題
へ
と
そ
の
関
心
が
転
向
し
て
い
っ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

一
社
の
枠
を
超
え
た
、
神
職
と
し
て
は
異
端
と
も
い
え
る
重
胤
ら
の
女
性
の
啓

蒙
活
動
を
、
県
内
の
神
職
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

会
告
と
し
て
「
大
日
本
敬
神
婦
人
会
」
と
題
さ
れ
た
次
の
記
事
に
注
目
し
た
い
。

「  

明
治
三
十
四
年
十
一
月
敬
神
婦
人
会
の
名
称
に
よ
つ
て
本
会
を
組
織
す
、

も
と
単
に
鹿
野
村
の
婦
人
を
の
み
指
導
す
る
の
目
的
な
り
し
も
全
国
未
だ

此
主
義
に
よ
る
婦
人
団
体
の
あ
る
な
く
特
に
一
部
有
識
者
の
希
望
反
き
難

き
者
あ
り
即
同
三
十
六
年
大
日
本
敬
神
婦
人
会
と
改
称
し
広
く
全
国
に
会

員
を
募
集
し
各
地
に
支
部
を
設
け
て
、
文
書
に
講
演
に
其
主
義
の
鼓
吹
に

全
力
を
尽
す
、
四
十
二
年
山
口
県
神
職
会
は
設
立
主
唱
者
に
対
し
左
の
感

謝
状
を
贈
ら
る

　
　
　
　

感
謝
状

　
　
　
　

二
所
山
田
神
社
々
司
大
日
本
敬
神
婦
人
会
幹
事
長　

宮
本
重
胤
氏

　
　
　
　

同
夫
人
同
会
幹
事
長　

宮
本
藤
子
氏

　

  

本
務
の
余
暇
を
以
て
大
日
本
敬
神
婦
人
会
を
組
織
し
雑
誌
女
子
道
を
発
行

し
多
年
斯
道
の
為
め
尽
淬
し
其
功
績
又
尠
な
か
ら
ず
茲
に
本
会
は
評
議
員

会
の
決
議
に
よ
り
別
紙
目
録
の
金
員
を
贈
り
感
謝
の
意
を
表
す

　
　
　
　

山
口
県
神
職
会
長　
　

落
合
光
二
郎
」　　
　
　

 

（『
女
子
道
』
第
六
十
一
号
、
明
治
四
十
四
年
）

こ
の
記
事
か
ら
考
え
る
と
、
重
胤
の
『
女
子
道
』
発
行
お
よ
び
大
日
本
敬
神
婦

人
会
の
活
動
は
同
県
の
神
職
会
か
ら
一
定
の
理
解
と
評
価
を
得
て
い
た
と
い
え
よ

う
。
同
誌
に
は
、
神
職
界
の
記
事
と
し
て
県
内
の
神
職
会
に
関
す
る
も
の
も
多
く

み
ら
れ
、
重
胤
の
活
動
と
山
口
県
神
職
会
と
の
関
係
も
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
に
は
、
県
内
の
神
職
が
女
学
校
設
立
に
関
わ
る
事

例
が
み
ら
れ
、
こ
の
頃
に
な
る
と
重
胤
の
み
な
ら
ず
、
神
職
た
ち
の
女
子
教
育
に

対
す
る
活
動
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
33
。

『
女
子
道
』
の
広
告
記
事
に
も
、
普
通
教
育
に
関
し
て
次
の
よ
う
な
も
の
が
み

ら
れ
る
。

「
夏
季
講
習
会

　

八
月
十
二
日
ヨ
リ
同
月
二
十
五
日
マ
デ
山
口
國
學
院
ニ
於
テ
開
催

　

講
師　
　

  

京
都
帝
国
大
学
講
師
池
邊
義
象
君　

及
ビ
本
県
師
範
学
校
教
諭
國

學
院
教
授
等

　

目
的　
　

  

国
体
ノ
真
髄
ヲ
開
明
シ
及
ビ
神
職
并
小
学
校
教
員
受
験
準
備
ニ
資

セ
シ
ム

　

会
員　
　

男
女
ヲ
問
ハ
ズ
入
会
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
略)

　
  

詳
細
ハ
本
月
発
行
ノ
防
長
教
育
本
会
広
告
又
県
内
神
職
ニ
規
則
書
配
付
シ

置
ク
ベ
ク
ニ
付
就
キ
テ
承
知
セ
ラ
レ
タ
シ　
　

山
口
町　

山
口
県
神
職

会
」　　
　
　

 

（『
女
子
道
』
第
三
十
四
号
、
明
治
四
十
二
年
）
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学
習
院
女
子
大
学 

紀
要
　
第
十
七
号

目
な
き
有
様
な
り
。」

 

（「
女
学
校
設
立
の
急
務
」22
、
明
治
三
十
五
年
）

黙
雷
は
、
赤
松
安
子
の
白
蓮
女
学
校
、
自
ら
の
女
子
文
芸
学
舎
な
ど
の
女
学
校

を
挙
げ
、
仏
教
主
義
の
女
学
校
が
極
め
て
少
数
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
、
そ
の
状
況

を
「
面
目
な
き
有
様
」
と
評
す
る
。

「  

況
ん
や
爾
後
数
年
間
、
彼
れ
外
教
者
が
各
地
に
増
設
せ
し
者
は
甚
だ
多
数

に
て
、
我
が
仏
教
者
間
に
於
て
は
、
其
の
創
立
を
見
る
極
め
て
小
数
な
り
。

今
の
勢
を
以
て
比
較
せ
ば
、
女
子
教
育
の
大
部
分
は
皆
外
教
者
の
手
に
帰

し
、
数
年
を
出
で
ず
し
て
、
全
国
婦
人
の
多
数
は
皆
外
教
薫
陶
の
下
に
成

立
し
た
る
女
子
を
以
て
、
人
の
妻
と
し
母
と
す
る
に
至
る
や
燎
々
見
つ
べ

し
。
豈
高
臥
長
眠
に
堪
ふ
べ
け
ん
や
。」

 
（「
女
学
校
設
立
の
急
務
」）

島
地
黙
雷
の
女
子
教
育
論
は
、
い
わ
ゆ
る
良
妻
賢
母
論
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ

る
が
23
、
こ
の
資
料
か
ら
も
と
り
わ
け
「
外
教
」
―
す
な
わ
ち
キ
リ
ス
ト
教
教
育

に
対
す
る
危
機
意
識
か
ら
発
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

明
治
政
府
は
、
神
儒
仏
合
同
で
国
民
教
化
を
実
施
す
る
た
め
、
明
治
五
年
（
一

八
七
二
）
三
月
「
教
部
省
」
を
設
置
、
教
化
の
柱
で
あ
る
「
三
条
教
則
」24
を
教

導
す
る
教
師
「
教
導
職
」
を
育
成
す
る
機
関
と
し
て
「
大
教
院
」
を
設
立
し
て
い

る
。
こ
の
教
部
省
の
設
置
は
、
キ
リ
ス
ト
教
対
策
の
意
図
に
基
づ
く
、
島
地
黙
雷

の
建
言
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
が
、
黙
雷
の
渡
欧
中
に
設
立
さ
れ
た
教
部
省

は
彼
の
意
に
反
し
、
神
道
重
視
に
傾
い
て
い
た
。
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）、「
大

教
院
分
離
建
白
書
」
を
提
出
し
て
黙
雷
は
こ
れ
を
批
判
、
同
年
真
宗
が
大
教
院
か

ら
分
離
し
、
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
に
は
大
教
院
が
解
体
す
る
。
さ
ら
に
明
治

十
五
年
（
一
八
八
二
）
に
は
、
神
職
と
教
導
職
の
兼
務
が
禁
止
さ
れ
、
明
治
十
七

年
（
一
八
八
四
）
に
は
教
導
職
自
体
も
廃
止
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
明
治
初
期
の

一
連
の
宗
教
行
政
に
お
い
て
、
島
地
黙
雷
は
重
要
な
影
響
を
与
え
た
人
物
で
あ
っ

た
25
。明

治
五
年
（
一
八
七
二
）
の
黙
雷
に
よ
る
「
三
条
教
則
批
判
建
白
書
」
に
は
、

政
教
一
致
の
立
場
に
あ
る
「
三
条
教
則
」
を
批
判
し
、
彼
が
欧
州
で
学
ん
で
き
た

近
代
的
な
宗
教
の
あ
り
か
た
、す
な
わ
ち
「
政
教
分
離
」
に
基
づ
き
、日
本
の
神
々

の
未
開
性
、
神
道
の
宗
教
性
の
不
備
を
指
摘
し
つ
つ
26
、
洋
教
の
侵
入
を
防
ぐ
に

は
、
仏
教
徒
以
外
に
な
い
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。
護
法
の
た
め
に
黙
雷
が
取
り

入
れ
た
政
教
分
離
の
思
想
27
は
、
や
が
て
神
道
や
神
社
の
宗
教
的
要
素
を
分
離
す

る
「
神
社
非
宗
教
論
」
あ
る
い
は
「
神
道
非
宗
教
論
」
へ
と
展
開
し
て
い
く
。

黙
雷
は
政
教
分
離
の
立
場
か
ら
、
祭
政
一
致
の
指
導
理
念
に
基
づ
い
た
国
民
教

化
の
よ
う
な
公
教
育
に
宗
教
が
関
わ
る
こ
と
を
退
け
た
が
、
一
方
で
「
僧
侶
ハ
速

ニ
普
通
教
育
ニ
従
事
ス
ベ
シ
」28
と
し
て
僧
侶
が
普
通
教
育
を
兼
任
す
べ
き
で
あ

る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
ま
さ
に
黙
雷
ら
の
女
子
教
育
は
こ
う
し
た
近
代
的
な

宗
教
思
想
の
も
と
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
29
。

四
、
山
口
県
神
職
に
よ
る
女
子
教
育
の
関
わ
り

こ
う
し
た
徳
応
寺
住
職
夫
妻
赤
松
照
幢
・
安
子
の
「
女
子
教
育
」
や
「
慈
善
」

な
ど
の
先
駆
的
な
活
動
を
は
じ
め
、
島
地
黙
雷
ら
仏
教
者
の
教
育
に
関
す
る
言
動

は
、
県
内
の
神
職
た
ち
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
30
。

創
刊
し
て
ま
だ
間
も
な
い
『
女
子
道
』
第
四
号
（
明
治
四
十
年
）
に
は
、
大
日

本
敬
神
婦
人
会
の
福
岡
で
の
支
部
設
立
に
あ
た
り
、
九
州
本
部
設
立
事
業
と
し
て

女
学
校
の
建
設
が
掲
げ
ら
れ
、
こ
れ
に
際
し
て
重
胤
が
関
わ
る
記
事
31
も
み
ら
れ

る
。
当
初
は
同
会
で
も
女
学
校
の
建
設
の
動
き
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
女
学
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機
関
誌
『
女
子
道
』
の
発
行
を
め
ぐ
っ
て
　
│
│
山
口
県
に
お
け
る
近
代
女
子
教
育
と
宗
教
│
│

先
の
『
女
学
雑
誌
』
の
記
事
か
ら
は
、
赤
松
安
子
が
中
心
と
な
っ
た
女
学
校
の

教
育
内
容
が
詳
細
に
伝
わ
っ
て
く
る
。
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
徳
応
寺
内

で
は
学
校
教
育
と
共
に
、
慈
善
博
愛
の
道
を
講
じ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
防
長

婦
人
相
愛
会
」
が
設
立
さ
れ
、明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）
か
ら
は
慈
善
市
（
バ

ザ
ー
）
を
開
催
、
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
に
は
孤
児
等
の
た
め
の
育
児
所

を
設
置
す
る
な
ど
の
慈
善
活
動
を
次
々
に
実
現
し
15
、
毎
月
雑
誌
を
発
行
し
て
い

た
。
安
子
ら
の
女
子
教
育
や
相
愛
会
の
慈
善
活
動
の
あ
り
か
た
は
、『
女
学
雑
誌
』

で
当
時
さ
か
ん
に
記
事
に
さ
れ
て
い
た
女
学
校
に
お
け
る
女
子
教
育
や
、
東
京
婦

人
慈
善
会
の
活
動
な
ど
、
中
央
の
「
女
学
」
活
動
の
あ
り
か
た
と
重
な
る
も
の
で

あ
る
16
。

徳
応
寺
の
女
学
校
は
、
安
子
の
死
去
に
よ
り
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
閉
校
と

な
る
が
、
校
友
は
一
千
人
に
も
及
ん
で
お
り
、
都
農
郡
の
み
な
ら
ず
、
県
内
草
創

期
の
代
表
的
な
女
子
教
育
機
関
の
一
つ
に
位
置
付
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
し

か
も
そ
れ
が
、
寺
院
か
ら
お
こ
っ
た
仏
教
主
義
に
基
づ
く
女
子
教
育
の
場
で
あ
っ

た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。

三
、
島
地
黙
雷
の
宗
教
観
と
女
子
教
育

こ
う
し
た
赤
松
安
子
の
女
子
教
育
や
慈
善
活
動
の
背
景
に
は
、
父
赤
松
連
城
の

影
響
が
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
赤
松
連
城
（
天
保
十
二
年
〔
一
八
四
一
〕

〜
大
正
八
年
〔
一
九
一
九
〕）
は
本
願
寺
の
三
傑
の
一
人
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
の
人

物
で
17
、
本
山
の
命
に
よ
り
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
欧
州
に
派
遣
さ
れ
た
五
名

の
う
ち
の
一
人
と
し
て
こ
の
時
英
国
に
留
学
し
て
い
る
。

本
願
寺
派
に
よ
る
人
材
の
欧
州
派
遣
事
業
は
、
明
治
初
年
の
仏
教
界
の
宗
教
的

危
機
―
す
な
わ
ち
、
神
仏
分
離
政
策
の
下
で
の
廃
仏
毀
釈
や
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
―

に
よ
り
、
本
山
が
西
洋
文
化
研
究
の
必
要
性
と
、
近
代
の
新
し
い
知
識
を
身
に
付

け
た
人
材
養
成
の
重
要
性
を
認
識
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
い
う
18
。

こ
の
本
願
寺
派
に
よ
る
海
外
派
遣
者
の
な
か
に
は
、
同
じ
周
防
国
の
佐
波
郡
徳

地
宰
判
升
谷
村
（
現
、
山
口
県
周
南
市
）
に
あ
る
専
照
寺
に
生
ま
れ
た
島
地
黙
雷

（
天
保
九
年
〔
一
八
三
八
〕
〜
明
治
四
十
四
年
〔
一
九
一
一
〕）
が
い
た
。
黙
雷
は

「
政
教
分
離
」「
信
教
の
自
由
」
と
い
っ
た
近
代
日
本
に
お
け
る
国
家
と
宗
教
と
の

あ
り
か
た
を
提
言
し
た
明
治
宗
教
史
上
、
極
め
て
重
要
な
真
宗
の
僧
侶
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
こ
の
本
願
寺
派
に
よ
る
海
外
派
遣
に
つ
い
て
は
、
岩
倉
使
節
団
と
同

行
す
る
内
約
を
使
節
団
の
副
使
で
同
じ
長
州
出
身
の
木
戸
孝
允
に
得
て
お
り
、
長

州
藩
閥
の
政
治
家
た
ち
と
の
密
接
な
つ
な
が
り
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
19
。
赤
松
連

城
は
こ
の
島
地
黙
雷
と
共
に
宗
門
教
育
の
改
革
に
取
り
組
み
、
宗
門
の
近
代
化
に

貢
献
し
た
人
物
の
一
人
に
挙
げ
ら
れ
る
。

彼
ら
に
と
っ
て
こ
の
洋
行
は
、
欧
州
の
宗
教
事
情
の
み
な
ら
ず
近
代
的
な
教
育

―
と
り
わ
け
女
子
教
育
―
の
必
要
性
を
抱
か
せ
る
大
き
な
き
っ
か
け
と
な
っ
た
こ

と
だ
ろ
う
。
赤
松
連
城
の
娘
、
安
子
の
京
都
府
女
学
校
進
学
や
、
寺
内
で
の
女
学

校
創
立
も
、
連
城
の
西
洋
体
験
に
よ
る
影
響
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
実
際
、
白
蓮
女

学
校
創
立
直
後
の
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）、
黙
雷
自
身
も
ま
た
、
妻
八
千

代
と
共
に
女
子
教
育
の
た
め
の
学
校
機
関
と
し
て
「
女
子
文
芸
学
舎
」20
（
の
ち

の
千
代
田
女
学
園
）
を
設
立
し
、
女
性
教
化
の
た
め
の
「
令
女
教
会
」21
を
開
設

し
て
い
る
。

「  

数
年
前
に
於
て
、
我
が
徒
反
省
会
友
が
、
我
が
全
国
各
地
に
設
置
せ
ら
れ

た
る
女
学
校
の
数
を
総
計
し
た
る
に
、
其
の
無
宗
教
主
義
な
る
者
○（
マ
ゝ
）○
箇

に
し
て
、
外
教
主
義
な
る
者
○（
マ
ゝ
）○
箇
、
其
の
仏
教
主
義
な
る
者
は
僅
に
五
・

三
の
小
数
な
り
し
。
即
ち
大
坂
の
相
愛
女
学
校
、
徳
山
の
白
蓮
女
学
校
、

東
京
な
る
余
が
女
子
文
芸
学
舎
、
或
は
日
蓮
宗
の
某
校
、
浄
土
宗
の
淑
徳

女
学
校
等
な
り
し
。
実
に
比
較
に
も
足
ら
ざ
る
少
数
に
し
て
、
殆
ん
ど
面
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学
習
院
女
子
大
学 

紀
要
　
第
十
七
号

　
　

白
蓮
女
学
校
　
　
　
　
同

　
　

山
口
女
学
校　
　
　
　

山
口

　
　

山
口
高
等
女
学
校　
　

同

　

長
門
国

　
　

知
新
女
学
校
」 

（『
女
学
雑
誌
』
第
一
四
二
号
、
明
治
二
十
一
年
）

こ
こ
に
み
ら
れ
る
都
濃
郡
の
女
学
校
「
白
蓮
女
学
校
」
と
「
防
長
婦
人
相
愛
会
」

は
、
同
郡
の
真
宗
の
寺
院
、
徳
応
寺
内
に
設
け
ら
れ
た
組
織
で
あ
る
。
し
か
も
そ

の
活
動
は
次
に
挙
げ
る
よ
う
に
『
女
学
雑
誌
』
に
度
々
報
道
さ
れ
て
お
り
、
当
時

か
な
り
活
発
で
あ
っ
た
様
子
が
窺
わ
れ
る
。
以
下
、
長
文
で
あ
る
が
、
こ
の
両
組

織
に
つ
い
て
詳
し
く
記
さ
れ
た
『
女
学
雑
誌
』
の
記
事
を
引
用
し
た
い
。

「
○
僧
侶
社
会
の
女
子
教
育

　
　

  

女
は
夜
叉
の
如
し
と
し
て
軽
蔑
を
極
め
た
る
僧
侶
社
会
に
迄
で
婦
人
論

の
勢
力
の
斯
く
も
行
ハ
れ
ん
と
は
大
賀
す
べ
き
極
め
に
ハ
あ
ら
ず
や
本

号
の
批
評
欄
内
に
も
少
し
く
其
趣
き
を
述
べ
置
い
た
る
が
今
ま
た
反
省

会
雑
誌
中
の
女
況
の
部
を
見
る
に
左
の
如
き
報
道
あ
り

　
　
　
　
（
中
略
）

　
　

  

○
徳
山
白
蓮
女
学
校　

ハ
周
防
国
都
濃
郡
徳
山
町
に
あ
り
て
防
長
婦
人

相
愛
会
の
創
設
に
係
る
も
の
に
て
本
年
一
月
よ
り
大
に
生
徒
を
募
集
し

規
模
を
宏
大
に
な
す
の
目
的
な
る
が
、
右
ハ
兼
て
赤
松
照
幢
氏
の
令
閨

安
子
が
英
語
以
下
諸
礼
唱
歌
等
ま
で
鑑
督
教
授
せ
ら
れ
た
る
女
子
講
習

会
と
称
せ
し
も
の
な
り
。
同
校
に
は
附
属
桑
田
数
十
町
あ
り
て
生
徒
を

し
て
桑
木
の
栽
培
養
蚕
紡
績
等
を
実
習
せ
し
む
と
云
ふ
。
唱
歌
ハ
土
岐

善
静
氏
作
法
の
御
山
を
合
譜
し
て
用
ひ
、
法
話
の
節
ハ
同
歌
を
講
題
と

し
て
講
演
せ
ら
る
ゝ
由
な
り
。
教
場
諸
器
械
等
も
充
分
に
整
頓
せ
り
と

云
ふ
。
防
長
婦
人
相
愛
会
は
事
務
所
を
同
校
々
内
に
置
け
り
。
右
ハ
貴

婦
人
の
賛
成
を
得
て
創
立
せ
る
も
の
な
り
。
其
仮
規
則
第
一
条
に
曰
く

本
会
を
防
長
婦
人
相
愛
会
と
称
し
慈
善
博
愛
の
道
を
講
じ
兼
て
婦
人
の

知
識
品
位
を
進
む
る
を
以
て
目
的
と
す
。
第
九
条
に
曰
く
毎
月
一
回
常

集
会
を
開
き
左
の
事
を
挙
行
す
。
一
慈
善
、
宗
教
、
々
育
、
衛
生
、
家

政
、
育
児
法
等
に
関
す
る
演
説
、
講
義
、
講
話
及
討
論
。
第
廿
一
条
に

曰
く
本
会
ハ
毎
月
雑
誌
を
発
行
し
て
之
を
会
員
に
分
つ
。
第
廿
二
条
に

曰
く
会
員
ハ
金
員
又
ハ
裁
縫
、
毛
糸
、
編
物
其
他
の
手
芸
品
を
義
捐
す
。

但
し
無
名
に
て
慈
善
函
に
投
入
す
。

 

（『
女
学
雑
誌
』
第
九
十
六
号
、
明
治
二
十
一
年
）

赤
松
照
幢
氏
の
令
閨
安
子
と
は
、
徳
応
寺
住
職
赤
松
連
城
の
長
女
、
赤
松
安
子

（
慶
応
元
年
〔
一
八
六
五
〕
〜
大
正
二
年
〔
一
九
一
三
〕）
で
あ
る
。
安
子
は
明
治

十
八
年
（
一
八
八
五
）
京
都
府
女
学
校
を
卒
業
し
、
翌
十
九
年
京
都
願
成
寺
の
与

謝
野
家
か
ら
入
寺
し
た
夫
照
幢
と
共
に
、同
年
徳
応
寺
内
に
「
徳
山
婦
人
講
習
会
」

を
創
立
し
て
い
る
。
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
設
立
さ
れ
た
私
立
白
蓮
女
学
校

（
明
治
二
十
三
年
私
立
徳
山
女
学
校
と
改
称
）
は
、
こ
の
婦
人
講
習
会
が
発
展
し

た
も
の
で
あ
る
。

照
幢
の
弟
に
は
、
後
に
、
雑
誌
『
明
星
』
を
発
行
す
る
与
謝
野
寛
（
鉄
幹
）
が

お
り
、
寛
は
明
治
二
十
二
年
か
ら
約
三
年
間
こ
の
女
学
校
の
教
師
を
勤
め
て
い 

た
12
。明

星
派
の
歌
人
13
で
も
あ
っ
た
重
胤
の
「
御
籤
」
は
、
和
歌
が
付
さ
れ
た
「
和

歌
み
く
じ
」
で
あ
り
、『
女
子
道
』
に
も
定
例
的
に
和
歌
、
俳
句
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
。『
女
子
道
』
の
誌
面
に
は
、
同
誌
発
行
資
金
の
寄
贈
謝
告
欄
等
に
赤
松
照

幢
の
名
が
み
ら
れ
14
、
徳
応
寺
の
照
幢
と
重
胤
と
の
間
に
は
、
女
子
教
育
の
み
な

ら
ず
和
歌
を
通
じ
た
接
点
が
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
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機
関
誌
『
女
子
道
』
の
発
行
を
め
ぐ
っ
て
　
│
│
山
口
県
に
お
け
る
近
代
女
子
教
育
と
宗
教
│
│

し
か
し
重
胤
は
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
に
、
同
会
を
「
大
日
本
敬
神
婦
人

会
」
と
改
称
し
、
全
国
レ
ベ
ル
の
活
動
へ
と
展
開
し
て
い
く
。

そ
の
会
則
は
、『
女
子
道
』
に
次
の
よ
う
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

「
○
会
則
摘
要
（
三
十
八
年
改
正
）

　
　
　
　
　

目
的

　

○  

本
会
は
敬
神
の
本
義
を
明
に
し
て
日
本
婦
人
の
智
徳
を
啓
発
し
其
本
分

を
全
ふ
せ
し
む
る
を
以
て
目
的
と
す

　
　
　
　
　

事
業

　

○
前
条
の
目
的
を
達
す
る
た
め
先
づ
本
部
に
於
て
左
記
数
件
を
実
行
す

　
　
　
　
　
（
一
）
毎
月
一
回
本
部
に
於
て
講
話
会
を
開
催
す
る
事

　
　
　
　
　
（
二
）  

随
時
本
部
に
講
師
を
招
き
て
女
子
に
適
応
せ
る
学
術
技

芸
を
伝
習
せ
し
む
る
事

　
　
　
　
　
（
三
）
随
時
金
品
を
募
集
し
て
窮
民
を
救
済
す
る
事

　

○
本
会
は
其
の
基
礎
強
固
な
る
に
随
ひ
漸
次
左
記
数
件
を
実
行
す

　
　
　
　
　
（
一
）  

各
地
に
支
部
を
設
け
講
師
を
派
遣
し
て
講
演
を
な
さ
し

む
る
事

　
　
　
　
　
（
二
）
機
関
雑
誌
及
び
有
益
の
図
書
を
発
行
す
る
事

　
　
　
　
　
（
三
）
女
子
教
育
機
関
を
設
く
る
事

　
　
　
　
　
（
四
）
孤
児
養
育
を
な
す
事

　

○  

本
会
は
敬
神
の
実
挙
ぐ
る
た
め
本
部
に
於
て
毎
月
一
回
謝
恩
祭
を
執
行

し
毎
年
一
回
同
大
祭
を
執
行
す

　
　
　
　
　

会
員

　

○
婦
人
は
何
人
た
り
と
も
入
会
を
許
す
会
員
を
分
て
左
の
三
種
と
す
」

 

（『
女
子
道
』
第
三
号
、
明
治
四
十
年
）

こ
の
よ
う
に
当
時
の
会
則
に
は
、
女
子
教
育
と
共
に
慈
善
に
関
す
る
活
動
が
挙

げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
創
刊
以
来
『
女
学
雑
誌
』
の
中
で
展
開
さ
れ
て
き

た
い
わ
ゆ
る
「
女
学
」
と
称
さ
れ
る
活
動
と
も
重
な
り
合
う
。
神
職
で
あ
る
重
胤

が
こ
う
し
た
敬
神
主
義
に
基
づ
い
た
女
性
の
啓
蒙
活
動
を
行
う
き
っ
か
け
は
、
神

の
啓
示
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
9
。

重
胤
は
同
会
の
幹
事
で
あ
る
妻
、
宮
本
藤
子
や
講
師
ら
と
共
に
、
広
く
全
国
に

会
員
を
募
集
し
、
ハ
ワ
イ
な
ど
海
外
に
ま
で
そ
の
範
囲
を
広
げ
、
各
地
に
支
部
を

設
け
活
動
を
行
っ
て
い
る
10
。
明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
）
の
会
員
募
集
の
記

事
に
は
、
会
員
が
十
名
以
上
あ
る
地
に
支
部
を
設
け
、
産
土
神
社
な
ど
に
集
り
、

祭
典
と
講
演
を
行
う
と
あ
る
11
。
し
か
し
そ
の
活
動
資
金
調
達
を
め
ぐ
っ
て
は
、

困
窮
を
極
め
た
こ
と
が
度
々
記
事
に
み
ら
れ
、
同
時
期
か
ら
重
胤
が
「
御
籤
」
を

考
案
・
発
行
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
御
籤
発
行
は
こ
れ
ま
で
『
女
子
道
』
の
発

行
と
活
動
の
資
金
源
の
た
め
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
活
動
の
拠
点
を
山
口
の
神
社

に
置
く
重
胤
は
、
こ
う
し
た
状
況
の
下
、
な
ぜ
一
社
の
神
職
と
し
て
の
枠
を
は
る

か
に
超
え
た
活
動
を
目
指
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

二
、
山
口
県
に
お
け
る
女
子
教
育
と
仏
教

『
女
学
雑
誌
』
に
は
、
全
国
の
「
女
学
」
と
称
し
て
女
学
校
、
婦
人
慈
善
会
等

に
つ
い
て
の
一
覧
記
事
が
み
ら
れ
る
。
ま
ず
は
、『
女
学
雑
誌
』
か
ら
明
治
期
の

山
口
県
に
お
け
る
記
事
を
た
ど
っ
て
み
よ
う
。
明
治
二
十
一
年
当
時
の
「
全
国
女

学
一
覧
」
に
は
、
周
防
国
の
う
ち
宮
本
重
胤
の
社
と
同
じ
都
濃
郡
に
二
つ
の
組
織

が
み
ら
れ
る
。

「
周
防
国

　
　

防
長
婦
人
相
愛
会

　
　
都
濃
郡
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学
習
院
女
子
大
学 

紀
要
　
第
十
七
号

四
二
）
ま
で
、
月
一
回
、
四
三
三
号
ま
で
発
行
さ
れ
た
機
関
誌
『
女
子
道
』（
図

1
）
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
を
中
心
に
お
き
、
そ
の
活
動
を
展
開
し
て
い
く
。

設
立
当
初
の
計
画
に
挙
げ
ら
れ
て
い
た
「
女
子
教
育
機
関
」
の
設
置
に
は
至
ら

な
か
っ
た
も
の
の
、
宮
本
重
胤
は
「
神
社
主
義
」「
敬
神
主
義
」
を
掲
げ
、
女
子

教
育
の
み
な
ら
ず
、
女
性
の
啓
蒙
を
目
的
に
婦
人
参
政
権
5
、
婦
人
職
業
論
、
婦

人
神
職
任
用
論
6
等
の
諸
問
題
を
全
国
的
な
レ
ベ
ル
で
発
信
し
て
い
く
。
女
性
一

般
の
問
題
に
つ
い
て
「
冷
々
」
と
評
さ
れ
た
明
治
時
代
の
神
道
界
に
あ
っ
て
、
そ

れ
は
ま
さ
に
異
端
と
も
い
う
べ
き
活
動
で
あ
っ
た
。

一
方
で
、
重
胤
は
こ
の
『
女
子
道
』
と
並
行
し
、
独
自
に
「
御み

籤く
じ

」7
を
考
案
・

発
行
し
て
お
り
、
神
社
の
御
籤
と
同
誌
と
の
つ
な
が
り
も
ま
た
注
目
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

本
稿
で
は
二
所
山
田
神
社
所
蔵
の
『
女
子
道
』
の
記
事
を
中
心
に
、
教
育
と
宗

教
―
と
り
わ
け
女
子
教
育
と
仏
教
、
神
道
と
の
関
わ
り
と
い
う
観
点
か
ら
『
女
子

道
』
発
行
の
背
景
を
考
え
た
い
。

一
、
宮
本
重
胤
と
『
女
子
道
』

機
関
誌
『
女
子
道
』
の
発
行
母
体
「
大
日
本
敬
神
婦
人
会
」
は
、
も
と
も
と
周

防
国
、
山
口
県
周
南
市
都
濃
郡
鹿
野
村
（
現
、
周
南
市
大
字
鹿
野
）
の
二
所
山
田

神
社
8
（
図
2
）
神
職
、
宮
本
重し
げ
た
ね胤
（
明
治
十
四
年
〔
一
八
八
一
〕
〜
昭
和
三
十

四
年
〔
一
九
九
五
〕）
が
氏
子
の
女
性
た
ち
を
対
象
と
し
て
教
化
す
る
た
め
に
、

明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
に
設
け
た
一
社
の
敬
神
婦
人
会
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

図1．『女子道』第37号（明治42年）

図2．二所山田神社（山口県周南市）
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は
じ
め
に

明
治
十
八
年（
一
八
八
五
）に
発
刊
さ
れ
た
近
代
初
の
本
格
的
な
女
性
雑
誌『
女

学
雑
誌
』
は
、
明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）
二
月
ま
で
、
五
二
六
号
、
計
五
四

八
冊
刊
行
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
主
義
に
基
づ
く
雑
誌
で
あ
る
。
後
に
明
治
女
学
校

の
校
長
に
就
任
す
る
巌
本
善
治
に
よ
っ
て
女
子
教
育
を
は
じ
め
と
す
る
女
性
一
般

に
か
か
わ
る
問
題
が
、
キ
リ
ス
ト
教
思
想
を
基
盤
に
「
女
学
1
」
論
―
と
し
て
展

開
さ
れ
る
一
方
、
同
誌
で
は
宗
教
界
に
お
け
る
女
学
の
現
状
を
伝
え
る
記
事
が
散

見
す
る
。

明
治
二
十
一
年
の
『
女
学
雑
誌
』
に
は
、「
仏
教
界
」
と
「
神
道
界
」
に
お
け

る
「
女
学
」
に
つ
い
て
述
べ
た
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

「　

○
仏
教
及
び
神
道

　

  

吾
人
は
社
界
の
道
徳
の
進
捗
せ
ん
こ
と
を
熱
望
し
、
之
が
為
に
宗
教
の
速

か
に
隆
盛
と
な
ら
ん
こ
と
を
熱
望
し
、
又
之
が
為
め
に
宗
教
中
の
尤
も
高

尚
有
力
な
る
基
督
教
の
隆
盛
と
な
ら
ん
こ
と
を
熱
望
す
。
然
れ
ど
も
之
が

為
め
に
仏
教
神
道
を
見
る
吾
人
が
眼
こ
は
決
し
て
冷
淡
な
ら
ず
、
啻
に
冷

淡
な
ら
ざ
る
耳
な
ら
ず
、
凡
て
の
無
宗
教
者
無
道
徳
教
家
に
対
し
て
は
、

吾
人
は
如
此
き
神
仏
耶
三
教
の
人
と
共
に
協
力
伝
道
せ
ん
こ
と
を
望
み
、

併
せ
て
社
会
の
害
毒
に
対
し
て
は
三
教
共
に
合
同
熱
勉
せ
ん
こ
と
を
欲

機
関
誌
『
女
子
道
』
の
発
行
を
め
ぐ
っ
て
　
│
│
山
口
県
に
お
け
る
近
代
女
子
教
育
と
宗
教
│
│

小
　
平
　
美
　
香

学
習
院
女
子
大
学
非
常
勤
講
師

す
。
於
此
乎
吾
人
は
仏
教
界
運
動
の
近
来
に
活
発
な
る
を
大
賀
し
て
、
而

し
て
神
道
界
の
極
め
て
冷
々
た
る
を
慷
歎
せ
ざ
る
を
得
ず
。

　
　

○
仏
教
界
の
運
動

　

其
の
主
な
る
も
の
を
挙
れ
ば
、
女
学
に
対
し
て
は
、

　
　

  

清
揚
女
学
校　

親
和
女
学
校　

白
蓮
女
学
校　

関
西
女
学
校　

相
愛
女

学
校　

高
陽
女
学
校

　
　

綜
芸
種
智
院　

愛
知
女
学
校　

積
徳
女
学
校　

女
子
文
芸
学
舎

　

の
十
一
女
学
校
と

　
　

婦
人
教
会
雑
誌　

婦
人
教
育
雑
誌

　

と
の
二
女
流
雑
誌
あ
り
。」

 

（『
女
学
雑
誌
』2 

第
一
四
一
号
、
明
治
二
十
一
年
）

「
仏
教
界
の
運
動
」
と
称
し
、
同
誌
で
は
仏
教
に
基
づ
い
た
女
学
校
と
女
流
雑

誌
を
挙
げ
、仏
教
界
の
活
発
な
状
況
に
対
し
、神
道
界
の
「
女
学
」
に
対
す
る
「
極

め
て
冷
々
」
た
る
状
況
を
鋭
く
指
摘
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
な
か
、
明
治
三
十
年
代
か
ら
山
口
県
の
神
職
・
宮
本
重
胤
に
よ
っ
て

展
開
さ
れ
た
女
性
の
教
育
や
啓
蒙
を
目
的
と
し
た
活
動
は
、
近
代
の
神
社
界
に
お

け
る
い
わ
ば
「
女
学
」
の
嚆
矢
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
活
動
で
あ
ろ
う
3
。
巌

本
善
治
が
『
女
学
雑
誌
』
と
い
う
「
メ
デ
ィ
ア
」
と
「
明
治
女
学
校
」
と
い
う
キ

リ
ス
ト
教
に
基
づ
く
実
践
的
な
教
育
の
場
を
連
動
さ
せ
て
活
動
し
て
い
た
よ
う 

に
4
、
宮
本
重
胤
も
、
明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
か
ら
昭
和
十
七
年
（
一
九


